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公立藤田総合病院

佐藤昌宏 先生
福島県立医科大学医学部大学院卒
業、医学博士号を取得。同大学附
属病院から総合南東北病院、福島
赤十字病院、原町市立病院等にて
勤務し1996（平成８）年４月から公
立藤田総合病院脳神経外科。
2008年４月より同病院副院長。専
門は脳血管障害の診断と外科治
療。日本脳神経外科学会専門医・
指導医、福島県立医科大学医学部
臨床教授

みなさんの笑顔と元気をサポートする「健康ジャーナル」。公立藤田総合病院（国見町）副院長で脳神経外科医の
佐藤昌宏先生のお話です。

さ と う まさひろ

脳卒中について。その16 　リハビリテーションその6

脳卒中治療ガイドライン2015から

早期離床開始基準

１．一般原則
　意識障害が軽度であり、入院後24
時間神経症状の悪化がなく、運動禁
忌の心疾患がない場合には、離床開
始とする。

２．脳梗塞
　入院２日までに病巣と病型の診断を
行う。
１）アテローム血栓症：脳動脈の主幹動
脈に高度狭窄や閉塞がある場合に
は、進行型脳卒中となることがあるの
で、発症から３–５日は神経症状の増
悪がおこらないことを確認して離床。

２）ラクナ梗塞：診断日から早期離床。
３）心原性脳塞栓症：心臓エコー検査な
どを行い、心臓内に血栓がないこと、
心不全の兆候がないことを確認して
離床。

３．脳出血
　発症から24時間はCTにて血種の増
大と水頭症をチェックし、それらが無
ければ離床開始。
　脳出血手術例：術前でも意識障害
が軽度であれば早期離床。術後は翌
日から早期離床を開始。

４．離床開始ができない場合
　ベッド上にて拘縮予防のための関節
可動域訓練と健側筋力訓練は最低限
実施。

５．血圧管理
　離床時の収縮期血圧上限を脳梗塞で
は２００–２２０mｍHg、脳出血では１６０
ｍｍHgと設定して、離床開始後の血圧
変動に応じて個別に上限を設定。

　

今
回
、
脳
卒
中
の
危
険
因
子
の
高
血
圧

に
つ
い
て
お
話
す
る
予
定
で
し
た
が
、
前

回
に
引
き
続
き
脳
卒
中
の
後
遺
症
、
特
に

片
麻ま

痺ひ

（
運
動
障
害
）
が
存
在
す
る
時
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く

お
話
し
ま
す
。
高
血
圧
に
つ
い
て
は
改
め

て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

1
．
急
性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
の
意
義

　

脳
卒
中
の
回
復
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
初
期
と

後
期
の
２
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
脳
卒

中
急
性
期
治
療
は
救
命
措
置
、
機
能
障
害

に
対
す
る
治
療
、
合
併
症
予
防
、
廃
用
症

候
群
予
防
が
目
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
を
導
入
し
て
早
期
離
床

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
初
期
の
機
能
回
復

を
促
進
し
て
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

⑴
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
の
実
際

　

脳
卒
中
急
性
期
は
、
し
ば
し
ば
意
識
障

害
や
片
麻
痺
が
存
在
し
、
安
静
臥
床
下
で
、

場
合
に
よ
っ
て
は
人
工
呼
吸
器
が
装
着
さ

れ
た
り
、
点
滴
、
経
管
栄
養
、
膀ぼ
う

胱こ
う

カ

テ
ー
テ
ル
な
ど
の
措
置
が
施
さ
れ
た
り
し

て
い
る
た
め
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
開
始
さ

れ
ま
す
。
血
圧
、
脈
拍
、
呼
吸
、
体
温
な

ど
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
が
落
ち
着
い
て
い

な
い
と
施
行
で
き
な
か
っ
た
り
、
他
動
的

訓
練
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、

状
態
改
善
目
的
に
喀か
く

痰た
ん

を
出
し
や
す
く
し

た
り
、
呼
吸
訓
練
を
行
う
な
ど
、
非
常
に

有
用
に
な
り
ま
す
。
関
節
可
動
域
訓
練
、

嚥え
ん

下げ

訓
練
、
良
肢
位
保
持
（
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
）
や
体
位
交
換
な
ど
も
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

看
護
師
も
協
力
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

安
静
が
解
除
さ
れ
れ
ば
座
位
訓
練
、
起

立
―
着
席
訓
練
、
ベ
ッ
ド
か
ら
の
車
椅
子

へ
の
移
乗
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
廃
用
症
候
群
を
予
防
し
、
日
常

生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
の
早
期
獲
得
を
目

的
と
す
る
に
は
、
十
分
な
リ
ス
ク
管
理
を

行
い
な
が
ら
早
期
に
離
床
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ベ
ッ
ド
挙
上
だ
け
で
な
く
、
車

椅
子
へ
の
移
乗
を
行
う
こ
と
で
車
椅
子
ト

イ
レ
で
の
排
泄せ
つ

、
洗
面
所
で
の
整
容
、
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
ス
ペ
ー
ス
で
の
リ
ハ
ビ
リ
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
さ
ら
に
は
装
具
を
用
い
た
早

期
歩
行
訓
練
を
施
行
す
る
な
ど
、
ど
ん
ど

ん
回
復
が
見
込
め
ま
す
。
麻
痺
が
重
度
な

患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
端
座
位

訓
練
、
口
腔
ケ
ア
を
行
い
、
誤
嚥
性
肺
炎
、

沈
下
性
肺
炎
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

⑵
合
併
症
対
策

　

急
性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
に
お
い
て
は
、
高

血
糖
、
低
栄
養
、
け
い
れ
ん
発
作
、
中
枢

性
高
体
温
、
深
部
静
脈
血
栓
症
、
血
圧
の

変
動
、
不
整
脈
、
心
不
全
、
誤
嚥
、
麻
痺

側
の
無
菌
性
関
節
炎
、
褥じ
ょ
く

瘡そ
う

、
消
化
管
出

血
、
尿
路
感
染
な
ど
の
合
併
症
に
注
意
す

る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
合
併
症
は
リ
ハ
ビ
リ
の
妨
げ
に
な
り
、

機
能
予
後
に
影
響
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
期
に
発
見
し
て
治
療
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑶
合
併
症
併
発
時
の
リ
ハ
ビ
リ

　

脳
卒
中
急
性
期
に
は
、
尿
路
感
染
症
や

肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
に
よ
る
発
熱

を
来
す
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
原
因
を

調
べ
、
抗
生
物
質
投
与
な
ど
の
治
療
を
行

い
な
が
ら
、
微
熱
で
あ
れ
ば
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
し
ま
す
が
、
高

熱
時
は
患
者
さ
ん
も
苦
痛
を
伴
い
ま
す
の

で
、
し
ば
ら
く
状
態
が
安
定
す
る
ま
で
休

み
ま
す
。
た
だ
、
安
静
状
態
が
長
く
続
く

と
廃
用
症
候
群
を
招
い
た
り
、
発
熱
の
原

因
と
な
っ
た
病
態
も
改
善
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
肺
炎
で
は
、
安
静
臥
床
が
病

態
を
余
計
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
呼
吸
器
リ
ハ
ビ

リ
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
喀
痰
の
排
出
を
促
す
手

技
を
用
い
て
、
肺
炎
の
病
態
改
善
と
廃
用

症
候
群
の
予
防
に
努
め
ま
す
。
尿
路
感
染

症
の
場
合
で
は
、
十
分
な
水
分
補
給
と
抗

生
物
質
投
与
、
適
度
な
運
動
に
よ
る
排
尿

の
促
進
が
病
態
の
改
善
に
効
果
的
で
す
。

⑷
深
部
静
脈
血
栓
症
、
肺
梗
塞

　

合
併
症
で
怖
い
の
が
、
深
部
静
脈
血
栓

症
と
そ
れ
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
肺
梗

塞
で
す
。
こ
れ
は
安
静
臥
床
、
脱
水
、
カ

テ
ー
テ
ル
留
置
、
麻
痺
側
を
動
か
せ
な
い

こ
と
に
よ
り
、
下
肢
の
静
脈
に
血
栓
（
血

の
塊
）
が
で
き
て
、
そ
れ
が
心
臓
に
戻
り
、

そ
の
後
、
肺
動
脈
を
閉
塞
さ
せ
て
肺
梗
塞

に
な
り
、
重
症
な
場
合
死
亡
し
て
し
ま
う

危
険
な
合
併
症
で
す
。
飛
行
機
の
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
の
座
席
に
座
り
、
長
時
間
下

肢
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
下
肢
静
脈
に
血

栓
が
で
き
て
し
ま
う
、
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ノ

脳
卒
中
に
つ
い
て
。そ
の
1６

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

そ
の
６

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
で
す
。
大
震
災
後
、

車
の
中
で
寝
泊
ま
り
を
長
期
間
続
け
て
発

症
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
一
時
、
ト
ピ
ッ

ク
に
も
な
り
ま
し
た
。過
去
の
デ
ー
タ
で
は
、

脳
卒
中
急
性
期
患
者
の
25
～
75
％
に
深
部

静
脈
血
栓
症
が
生
じ
、
そ
の
う
ち
10
～

20
％
に
肺
梗
塞
が
生
じ
、
死
亡
率
も
10
％

に
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
危
険
因
子

と
し
て
重
度
の
麻
痺
、
女
性
、
左
片
麻
痺
、

心
不
全
の
合
併
、
脱
水
や
感
染
症
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
予
防
方
法
と
し
て
は
、

早
期
離
床
や
下
肢
の
運
動
、
弾
性
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
着
用
、
間
欠
的
空
気
圧
迫
装
置
の

装
着
、
抗
凝
固
療
法
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
で
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

次
回
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
お
話
を
し
ま
す
。

11 10


